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国
保
料
算
定
方
式

の
変
更
で
４
月
か

ら
値
上
げ
と
な
っ

た
保
険
料
の
徴
収

は
６
月
か
ら
。
高

す
ぎ
る
保
険
料
と

国
保
の
広
域
化
に

反
対
す
る
運
動
は

い
よ
い
よ
本
番
で

す
。中

野
区
は
算
定

方
式
変
更
に
つ
い

て
４
月
に
被
保
険

者
へ
通
知
、
５
月

に
説
明
会
を
５
回

開
き
ま
す
。
中
野

社
保
協
は
被
保
険

者
の
多
く
が
高
齢

者
で
あ
り
、
説
明

会
は
身
近
な
会
場

で
よ
り
多
く
開
く

よ
う
要
望
し
て
い

ま
す
。
説
明
会
当

日
は
参
加
者
に
変
更
の
問
題
点
を

伝
え
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

保
険
料
額
が
通
知
さ
れ
る
6
月

以
降
は
、
「
国
保
・
生
活
な
ん
で

も
相
談
会
」
を
開
き
ま
す
。
民
医

連
は
会
計
で
国
保
患
者
に
直
接
、

相
談
会
の
案
内
を
手
渡
し
ま
す
。

対
話
集
会
・
陳
情
・
署
名
と
組

み
合
わ
せ
、
次
年
度
の
値
上
げ
反

対
の
世
論
を
盛
り
上
げ
ま
す
（
中

野
社
保
協
事
務
局
長

塚
本
晴
彦
）

今
年
４
月
か
ら
、
千
代
田
区
、

日
の
出
町
で
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
の
助
成
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
自
治
体
も
15

歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
を
独

自
の
施
策
と
し
て
拡
充
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
檜
原
村
で
は
「
高

齢
者
医
療
費
の
助
成
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
75
歳
以
上
の
方
の
窓

口
負
担
の
２
分
の
１
を
村
が
助
成

し
ま
す
。

窓
口
で
の
支
払
い
が
不
安
で
具

合
が
悪
く
て
も
病
院
に
行
く
の
を

た
め
ら
い
手
遅
れ
に
な
る
と
い
う

事
例
が
年
々
増
え
る
中
、
社
保
協

で
も
窓
口
負
担
の
軽
減
を
要
求
し

て
き
ま
し
た
。

今
回
の
３
自
治
体
の
制
度
発
足

は
、
窓
口
負
担
軽
減
に
向
け
て
貴

重
な
制
度
で
す
。
こ
の
経
験
を
各

自
治
体
で
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
震
災
の
影
響
で
と
、
派
遣
先

か
ら
雇
い
止
め
と
言
わ
れ
た
」

「
20
日
間
自
宅
待
機
と
言
わ
れ
た
、

休
業
手
当
は
で
な
い
の
か
」
な
ど

東
京
地
評
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
に
は
、
連
日
、

東
日
本
大
震
災
や
計
画

停
電
な
ど
に
係
わ
る
労

働
相
談
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

相
談
対
応
の
た
め
、

東
京
地
評
で
は
、
震
災

問
題
に
係
わ
る
労
働
相

談
員
緊
急
学
習
会
を
４

月
12
日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
、
地
域
や
職
場
で
の
相

談
員
学
習
を
強
め
な
が
ら
、
街
頭

で
の
労
働
・
生
活
相
談
活
動
を
展

開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
社
保
協

の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
協
力
と
共

同
し
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
当
面
、
５
月
21
日
に
は
、
赤

羽
駅
東
口
駅
前
広
場
で
14
時
か
ら

「
震
災
に
負
け
る
な
！
労
働
・
生

活
・
行
政
何
で
も
相
談
会
」
を
行

い
ま
す
。
（
東
京
地
評
・
菊
池
）

国
保
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

が
好
評
で
す
。
６
月
議

会
に
向
け
た
草
の
根
の

運
動
に
向
け
て
、
少
人

数
の
学
習
会
か
ら
使
え

る
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

で
す
。

社
会
保
障
と
し
て
の

国
保
制
度
の
在
り
方
か

ら
国
保
の
現
状
、
国
の

改
悪
の
狙
い
、
地
域
で

の
闘
い
の
ポ
イ
ン
ト
が

読
み
や
す
い
一
冊
に
ま

と
め
て
あ
り

ま
す
。
地
域

社
保
協
、
各

団
体
で
の
活

用
を
お
願
い

し
ま
す
。



2011年5月1日号 東京社保協ニュース ＮＯ．２１３

2

２
０
１
１
年
東
京
都
知
事
選

挙
で
の
ご
奮
闘
お
疲
れ
様
で
し

た
。東

京
社
保
協
は
、
「
チ
ェ
ン

ジ
石
原
都
政
」
を
か
か
げ
、

「
い
の
ち
を
守
る
福
祉
・
防
災

都
市
東
京
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
か
ら
立

候
補
し
た
小
池
あ
き
ら
候
補
を

推
薦
し
そ
の
当
選
へ
向
け
て
奮

闘
し
ま
し
た
。

小
池
あ
き
ら
候
補
と
「
革
新

都
政
を
つ
く
る
会
」
は
、
石
原

都
政
12
年
間
の
福
祉
切
り
捨
て

都
政
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
に
代
わ
る
都
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
新
し
い
福
祉

都
市
東
京
へ
の
展
望
と
政
策
を

示
し
て
選
挙
戦
を
た
た
か
い
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
討
論
も
一
回
だ

け
に
限
ら
れ
る
中
で
、
小
池
あ

き
ら
候
補
は
、
論
戦
を
リ
ー
ド

し
62
万
３
９
１
３
票
（
10
・
35

％
）
と
い
う
貴
重
な
得
票
を
得

ま
し
た
。

今
回
の
都
知
事
選
挙
は
、
３

月
11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
３
期
12
年
の

石
原
都
政
の
あ
り
方
が
鋭
く
問

わ
れ
た
選
挙
で
し
た
。

東
京
社
保
協
は
、
３
月
17
日

に
「
都
知
事
選
挙
延
期
要
請
」

を
都
知
事
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

各
会
派
へ
要
請
し
た
の
を
は
じ

め
、
選
挙
中
も
大
震
災
の
支
援

と
原
発
事
故
に
よ
る
都
民
の
不

安
を
解
決
す
る
た
め
の
要
請
を

繰
り
返
し
、
東
京
都
と
都
知
事

候
補
、
各
会
派
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

結
果
は
、
石
原
都
知
事
の
四

選
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
福

祉
・
防
災
都
市
東
京
へ
、
地
域

か
ら
い
っ
そ
う
要
求
運
動
を
広

げ
「
チ
ェ
ン
ジ
石
原
都
政
」
の

た
た
か
い
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
１
年
４
月

東
京
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長

竹
崎

三
立

２
０
０
７
年
２
月
に
提
訴

し
た
東
京
生
存
権
裁
判
は
、

今
最
高
裁
第
３
小
法
廷
で
審

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
と

し
て
は
正
念
場
で
す
。
な
ん

と
し
て
も
勝
利
し
た
い
、
勝

利
し
な
け
れ
ば
と
焦
っ
て
い

ま
す
。

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
が

廃
止
さ
れ
、
当
時
受
給
し
て

い
た
高
齢
者
は
10
万
円
前
後

の
生
活
扶
助
費
の
２
割
を
削

ら
れ
、
結
局
は
食
費
を
切
り

詰
め
、
交
際
費
を
削
っ
て
社

会
的
義
理
を
捨
て
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
憲
法
25
条

が
国
民
に
保
障
し
て
い
る

「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
と

は
何
か
」
を
正
面
か
ら
争
っ

て
い
ま
す
。
生
存
権
裁
判
の

闘
い
は

セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ

る
生
活

保
護
制

度
を
守

る
、
つ

ま
り
最

低
生
活
費
を
削
減
さ
せ
な
い

闘
い
で
す
。

医
療
、
年
金
、
見
舞
金
な

ど
い
ろ
い
ろ
制
度
が
あ
る
と

言
っ
て
も
結
局
、
日
本
に
は

全
生
活
を
カ
バ
ー
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
生
活
保
護

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

３
月
11
日
か
ら
重
大
な
事

態
に
な
り
、
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
東
日
本
大
震
災
も
、

原
発
も
、
被
災
さ
れ
て
途
方

に
く
れ
て
い
る
方
々
は
結
局

（
短
時
日
に
し
ろ
）
生
活
保

護
の
活
用
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
利
用
し
や
す
い
制

度
の
運
用
が
求
め
ら
れ
、
内

容
も
十
分
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
削
減
し
た
り
、
引

き
下
げ
る
の
は
論
外
の
は
ず

で
す
。
大
震
災
と
生
活
保
護

と
生
存
権
と
結
び
つ
け
た
大

運
動
が
必
要
で
す
。

生
活
保
護
制
度
の
充
実
は

緊
急
課
題
で
す
。
生
存
権
裁

判
勝
利
の
た
め
に
以
下
の
取

り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
最
高
裁
宛
署
名
は
８
月
ま

で
に
15
万
筆
の
目
標
に
対
し

て
、
到
達
３
万
２
５
１
筆
で

す
。
早
急
に
署
名
を
集
め
て

く
だ
さ
い
。

②
裁
判
勝
利
の
た
め
の
募
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

③
５
月
16
日
（
月
）
最
高
裁

要
請
第
５
次
行
動
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
（
11
時
最
高
裁
）

○日時 2011年５月28日

14:10～16:30

○場所 板橋区立文化会館

○内容 シンポジウム

★布川日佐史氏（静岡大学教授）

★松崎 喜良氏（神戸女子大学准教授）

★黒岩 哲彦氏（東京生存権裁判弁護団）

司会

★渕上 隆氏（東京生存権裁判弁護団）



4
月
11
日

10
時
半
に
い

わ
き
市
小
名
浜
生
協
病
院
に

到
着
。
全
日
本
民
医
連
の
方
々

と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
、
さ
っ
そ
く
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
配
置
さ
れ
採
血
、
注
射

な
ど
を
主
に
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
夕
方
5
時
過
ぎ

震
度
６
弱
の
余
震
が
発
生
。

ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
捕
ま

え
て
い
な
い
と
体
が
揺
す
ぶ

ら
れ
る
感
じ
。
病
院
周
辺
は

停
電
と
な
り
断
水
。
翌
12
日

午
後
２
時
過
ぎ
。
い
き
な
り

地
面
か
ら
突
き
上
げ
る
よ
う

に
震
度
６
弱
の
余
震
が
発
生
。

大
き
な
２
回
の

余
震
の
影
響
に

よ
り
、
病
院
の

給
水
が
再
度
ス
ト
ッ
プ
し
自
衛
隊
の
給

水
車
が
何
回
も
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

14
日
、
夜
勤
明
け
の
看
護
師
さ
ん
が

車
で
被
災
場
所
の
小
名
浜
港
を
案
内
し

て
く
れ
ま
し
た
。
転
覆
し
た
小
船
、
津

波
で
倒
壊
し
た
家
々
。
マ
リ
ン
パ
ー
ク

は
、
地
震
に
よ
る
液
状
化
や
停
電
で
展

示
さ
れ
て
い
た
魚
介
類
に
被
害
。

小
名
浜
港
の
先
は
小
さ
な
集
落
が
海

岸
沿
い
に
多
数
あ
り
ま
す
。
中
で
も
豊

間
と
い
う
地
域
は
２
０
０
世
帯
程
の
小

さ
な
地
区
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
津

波
で
全
壊
。
通
院
し
て
い
た
患
者
さ
ん

は
目
の
前
で
孫
が
流
さ
れ
、
来
院
の
際

に
「
俺
が
や
ら
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
よ
」

と
泣
い
て
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

断
水
に
な
っ
た
家
、
電
気
も
き
て
い

な
い
家
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
脱
水

の
方
が
多
く
、
不
眠
、
食
欲
不
振
、
不

安
な
ど
で
特
に
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
相

当
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
職
員
自
身
も
被
災
者
で
す
が
、

患
者
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞
き
、
共
感
し

て
い
ま
す
。
明
る
く
「
生
き
て
い
か
な

く
て
は
ね
」
と
患
者
さ
ん
を
励
ま
し
て

い
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
が
被
害
甚
大

な
た
め
、
い
わ
き
市
の
津
波
被
害
は
殆

ど
メ
デ
ィ
ア
に
乗
ら
な
い
よ
う
で
す
。

今
後
は
医
療
支
援
と
地
域
の
方
々
へ
の

支
援
の
両
方
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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14
日
夜
、
本
部
か
ら
岩
手
・

宮
城
の
組
合
へ
向
け
て
ト
ラ
ッ

ク
に
支
援
物
資
を
満
載
し
て

出
発
。
運
転
の
藤
原
・
唐
沢

両
書
記
は
、
途
中
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
寒
さ
に
震
え
な

が
ら
仮
眠
、
翌
朝
早
く
に
盛

岡
に
到
着
し
ま
し
た
。
荷
降

ろ
し
を
し
た
後
に
、
仙
台
の

宮
城
県
連
訪
問
と
沿
岸
部
・

若
林
地
区
の
被
災
地
視
察
を

し
、
深
夜
に
帰
京
し
ま
し
た
。

届
け
た
物
は
、
岩
手
は
、

丸
の
こ
、
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
、
釘
打
ち
器
、
鋸
、
差
金
、

バ
ー
ル
、
食
品
（
米
・
味
噌
・
塩
・
砂

糖
、
う
ど
ん
、
缶
詰
、
日
本
酒
、
ほ
か
）
、

薬
・
歯
磨
き
セ
ッ
ト
、
タ
バ
コ
。
宮
城

は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
土
嚢
袋
、
釘
袋

な
ど
で
す
。
別
に
宅
配
便
で
作
業
服
も

送
っ
て
い
ま
す
。
（
東
京
土
建
東
日
本
大

震
災
対
策
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

東京社保協は、

東日本大震災の

救援募金を受け

付けています。

募金の送付先は

次のとおりです。

【振込み先】

中央労働金庫
池袋支店

（普）１８０７１８２
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2011年5月27日（金）
①10:30 ②14:00
③18:30
大田区アプリコ大ホール

大田上映実行委

員会（城南福祉

医療協会内）

℡03-3762-8421

前売券1200円

（当日1500円）

制作協力券は利

用できません

国会行動 12:15集合 衆院第2議員会館前

５月１８日（水）６月１日（水）15日（水）

※５月18日、６月15日は1時半国会要請

第6回常任幹事会

5月26日（木）13:30～ 東京労働会館5階

第38回東京社保学校

7月2日（土）10:00～ けんせつプラザ東京

講師・二宮厚美神戸大学教授

※詳細は決まり次第お知らせします

長
野
県
上
田
市
、
周
り
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
田
園
地
帯
の
岡
上
に
、

ひ
っ
そ
り
と
佇
む
小
さ
な
美
術
館
「
無
言
館｣

。

静
ま
り
か
え
っ
た
「
無
言
館
」
の
扉
を
押
す
と
、
そ
こ
に
は
志
を
半

ば
で
戦
場
に
散
っ
た
画
学
生
た
ち
の
声
が
き
こ
え
て
き
ま
す
。

一
枚
の
画
布
、
一
冊
の
ス
ケ
ッ
チ
帖
に
「
生
命
の
証
」
を
き
ざ
み
こ

ん
で
戦
地
に
発
っ
た
若
者
た
ち
。

『
無
言
館
』
館
主
窪
島
誠
一
郎
さ
ん
は
、
そ
の
画
学
生
た
ち
の
遺
し

た
作
品
、
遺
品
を
全
国
各
地
を
た
ず
ね
、
収
集
し
ま
し
た
。

「
生
命
の
証
」
を
き
ざ
み
こ
ん
で
戦
地
に
発
っ
た
若
者
た
ち

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
無
言
館
」
そ
れ
は
愛
の
美
術
館

新年度がスタートし、東京の小中学校に、被

災地から７８８人の子どもたちが転入してきま

した（４月１２日現在）。また、余震や原発事

故に不安を募らせている東京の子どもたちにとっ

ても、学校が安全と安心の根拠地にならなけれ

ばなりません。学校や地域、子どもたちの心の

ケアなど考え合いましょう。

高齢者医療

無料化、乳

児死亡ゼロ

を実現した

旧沢内村！


